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１．はじめに

　人工知能—人間の知性を計算機に反映する取組

みは、爆発的な速度で研究が進んでおり、部分的

に人間を凌駕するような性能を発揮するまでに成

長 し て い る（Mnih et al.［2013］、LeCun et 

al.［2015］、Silver et al.［2016］）。この技術革

新は様々な産業に影響を及ぼしており、自動車や

無人航空機の自動操縦、スマートロボット、イン

シリコ創薬・材料開発など社会システムに変革を

もたらすブレイクスルーの実現に現実味を与えて

いる。金融においてもこの流れは例外ではない。

これまで情報技術の発展とともに進められてきた

単純業務の自動化だけでなく、専門性の高い融資

審査や資産運用といった金融の中心的な活動を自

動化する取組みが既に始まっている。

　この人工知能の躍進を支えるのが機械学習であ

る（注１）。機械学習は大量のデータを用いて機械

を訓練し、予測や意思決定を行うアルゴリズムの

総称である。機械学習の特徴は、問題に応じた特

別なコーディングをすることなく、データさえあ

れば（原理的には）あらゆる予測・意思決定問題
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　人工知能の技術革新の波は金融の本丸である融資審査や資産運用にまで波及し、これらを部分的に、あるいは
完全に自動化する取組みが既に始まっている。本稿では人工知能躍進の要である機械学習について概説する。こ
こでは、特定の手法に着目するのではなく、機械学習全体に共通する考え方や基本知識、ならびに実用上の急所
に重点を置いて解説する。
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